
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成20年11月13日

【四半期会計期間】 第56期第２四半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

【会社名】 互応化学工業株式会社

【英訳名】 GOO CHEMICAL CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　池上　幸一

【本店の所在の場所】 京都府宇治市伊勢田町井尻58番地

【電話番号】 （０７７４）４６－７７７７（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　西川　憲一

【最寄りの連絡場所】 京都府宇治市伊勢田町井尻58番地

【電話番号】 （０７７４）４６－７７７７（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　西川　憲一

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

互応化学工業株式会社(E00889)

四半期報告書

 1/25



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,813,473 1,929,294 7,483,170

経常利益（千円） 281,138 173,451 598,685

四半期（当期）純利益（千円） 149,920 91,697 300,256

純資産額（千円） － 10,473,179 10,714,624

総資産額（千円） － 12,533,593 12,674,186

１株当たり純資産額（円） － 1,559.92 1,562.38

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.04 13.54 43.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 83.4 84.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
352,132 － 477,012

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△768,363 － △2,039,158

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△272,406 － △231,805

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,386,180 2,070,708

従業員数（人） － 229 222

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

EDINET提出書類

互応化学工業株式会社(E00889)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当企業集団が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な

関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 229 (46)

（注）従業員数は就業人員であり、パートタイム従業員数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で

記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 196 (39)

（注）従業員数は就業人員であり、パートタイム従業員数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（ ）内に外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を用途区分による部門別に示すと次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電子産業用（千円） 719,406

繊維用（千円） 204,497

化粧品用（千円） 211,333

製紙・印刷関連用（千円） 230,874

その他工業用（千円） 376,582

合計（千円） 1,742,694

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　なお、当社グループは単一セグメントであり、事業の種類別セグメントを記載しておりませんので用途区分による

部門別に記載しております。

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を用途区分による部門別に示すと次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電子産業用（千円） 826,195

繊維用（千円） 336,547

化粧品用（千円） 171,357

製紙・印刷関連用（千円） 251,457

その他工業用（千円） 320,291

小計（千円） 1,905,847

商品（千円） 23,447

合計（千円） 1,929,294

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　なお、当社グループは単一セグメントであり、事業の種類別セグメントを記載しておりませんので用途区分による

部門別に記載しております。　　
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国経済危機の影響を受け景気後退の懸念が強まってきてお

ります。特に我々製造業にとっては、さらなる原材料価格とエネルギーコストの上昇、輸出の低迷や国内消費の悪

化が一段と売上高、利益ともに圧迫される情勢となってまいりました。

　当社グループにおきましても当第２四半期連結会計期間に入り、更なる原材料価格の上昇が続き、エネルギーコ

ストや副資材も大幅に上昇し、厳しい状況となりました。

　このような背景のもと当社グループにおきましては、原材料価格の高騰分を当社グループ製品への転嫁に努力い

たしましたが、それ以上に留まることがない原材料の値上げが続き、利益を圧迫される大変厳しい状況が続きまし

た。また、円高による為替の影響、中国市場を中心とする世界的な景気後退による輸出の減少、国内景気の悪化によ

る低迷も大きな要因となり、一段と利益を圧迫いたしました。

　その厳しい状況の中、独自技術の確立と顧客第一主義に徹して高付加価値品を各分野において開発し、積極的に

新製品の投入を行なってまいりました。

　また、原材料価格やエネルギーコストが上昇する中、生産性効率のアップや経費節減に努め、利益確保に努力して

まいりました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は1,929百万円となりました。営業利益は129百万円、経常利

益は173百万円、四半期純利益は91百万円となりました。

　用途区分による部門別の業績は次のとおりであります。

[電子産業用]

　プリント配線板業界は、世界的な経済低迷の影響を受け、携帯電話、パソコン、液晶、プラズマ等の電化製品や自動

車の販売不振の影響が出て、中国市場や国内におきましても厳しい内容となりました。

　当社グループにおきましても、原材料価格の高騰や価格競争激化、中国を中心とする販売量減少により、利益が圧

迫される内容となりました。

　その結果、当部門での売上高は、826百万円となりました。

[繊維用]

　国内の繊維業界は、依然として安価な輸入品攻勢と国内消費の低迷、原材料価格とエネルギーコストの上昇に

よって業界全体の仕事量が大幅に減少し、厳しい状況が続きました。

　海外戦略においても、中国や韓国市場に力を入れ、インドネシアにおいても海外生産拠点として活用しましたが、

世界的な経済情勢の悪化、原材料価格の高騰によって厳しい内容となりました。

　その結果、当部門での売上高は、336百万円となりました。

[化粧品用]

　化粧品業界はヘアスプレー、ヘアリキッド、ムース等、消費低迷の影響を受けて厳しい状況となりましたが、新規

開発製品の積極的な投入によって売上げの確保に努力いたしました。

　その結果、当部門での売上高は、171百万円となりました。

[製紙・印刷関連用]

　紙の光沢加工用ニス、ＵＶ圧着ニスが好調に推移し、新製品の開発によって売上げ増加に努めました。

　その結果、当部門での売上高は、251百万円となりました。
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[その他工業用]

　ポリエステル樹脂分野では、包装材料、光学フィルム分野に新たなる展開が進みました。また、メッキ用薬剤につ

いても光沢剤を中心に積極的な営業活動によって売上げは増加いたしました。しかし、陶磁器関係の樹脂は不調な

内容となりました。

　その結果、当部門での売上高は、320百万円となりました。

　その他、商品売上高は23百万円となりました。

　なお、所在地別セグメントについては全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えている

ため記載しておりません。

（2）キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益の増加が168百万円あったものの、定期預金の預け入れによる支出280百万円及び自己株式取得による支出102百

万円並びに配当金の支払額106百万円等により第１四半期会計期間末から241百万円減少し、当第２四半期連結会

計期間末には1,386百万円となりました。

　　 当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は260百万円となりました。税金等調整前四半期純

利益168百万円や利息及び配当金の受取額69百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は299百万円となりました。定期預金の預け入れに

よる支出280百万円及び有形固定資産の取得による支出９百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は208百万円となりました。自己株式取得による支

出の支払額102百万円及び配当金の支払額106百万円によるものであります。

（3）業務上及び財務上の対処すべき課題

　日本経済は米国の金融危機の直撃で後退局面に入ってまいりました。さらに、資源高と輸出鈍化によって景気の

低迷が長引き、売上高、利益とも圧迫される恐れがあります。特に我々製造業にとっては、国内外の景気の悪化と原

材料価格の高騰が依然と続く中、利益の確保は非常に厳しいものがございます。その中で当社グループは今まで以

上に「独自技術の確立」のスピードを上げて高機能性、高付加価値製品を完成し、各分野に積極的に投入していく

ことが最も重要であると考えております。

（4）研究開発活動　

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は106百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期会計期間末において計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

EDINET提出書類

互応化学工業株式会社(E00889)

四半期報告書

 7/25



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,992,000 6,992,000
大阪証券取引所

市場第二部
－

計 6,992,000 6,992,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

　

平成20年９月30日　

　─ 6,992,000 ─　 842,000 ─　 827,990
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

互応産業株式会社 京都府宇治市伊勢田町井尻100－５ 1,104 15.79

互応化学従業員持株会 京都府宇治市伊勢田町井尻58 513 7.34

藤村春輝 京都市北区 473 6.77

株式会社京都銀行 京都市下京区烏丸通松原上ル薬師前町700 300 4.29

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 300 4.29

柳井　清 京都府宇治市 296 4.23

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区堂島浜１－２－６ 238 3.40

昭栄薬品株式会社 大阪市中央区安土町１－５－１ 227 3.25

三上正勝 京都府京田辺市 207 2.96

京銀リース・キャピタル株式会

社
京都市下京区烏丸通七条下ル東塩小路町731 130 1.86

計 － 3,788 54.18

　（注）　上記のほか、自己株式が290千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 290,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,701,000 6,701 －

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数 6,992,000 － －

総株主の議決権 － 6,701 －

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

互応化学工業㈱
京都府宇治市伊勢田

町井尻58番地
290,000 － 290,000 4.15

計 － 290,000 － 290,000 4.15

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 684 644 649 730 665 700

最低（円） 624 625 621 635 615 650

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７

条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,986,180 4,090,708

受取手形及び売掛金 2,016,951 1,974,923

商品及び製品 555,749 516,118

仕掛品 247,656 239,249

原材料及び貯蔵品 392,843 401,883

繰延税金資産 93,466 71,378

その他 48,359 33,821

貸倒引当金 △11,180 △14,506

流動資産合計 7,330,025 7,313,576

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,743,121 3,694,829

減価償却累計額 △2,589,286 △2,547,880

建物及び構築物（純額） ※
 1,153,834

※
 1,146,948

機械装置及び運搬具 5,711,626 5,711,539

減価償却累計額 △5,125,689 △5,066,527

機械装置及び運搬具（純額） 585,937 645,011

工具、器具及び備品 911,863 907,237

減価償却累計額 △835,207 △833,894

工具、器具及び備品（純額） 76,655 73,343

土地 2,097,295 2,097,295

建設仮勘定 38,691 104,810

有形固定資産合計 3,952,413 4,067,409

無形固定資産

のれん 10,700 12,608

その他 66,145 70,969

無形固定資産合計 76,845 83,578

投資その他の資産

投資有価証券 1,054,589 1,110,574

従業員に対する長期貸付金 3,405 4,054

繰延税金資産 87,421 63,732

その他 35,453 37,506

貸倒引当金 △6,562 △6,245

投資その他の資産合計 1,174,307 1,209,622

固定資産合計 5,203,567 5,360,610

資産合計 12,533,593 12,674,186
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,117,865 1,055,040

未払金 131,345 133,350

未払費用 11,235 24,540

未払法人税等 132,780 111,880

賞与引当金 177,400 111,451

役員賞与引当金 7,000 13,000

その他 35,994 36,398

流動負債合計 1,613,621 1,485,662

固定負債

退職給付引当金 346,184 378,072

役員退職慰労引当金 100,607 95,826

固定負債合計 446,792 473,898

負債合計 2,060,413 1,959,561

純資産の部

株主資本

資本金 842,000 842,000

資本剰余金 827,990 827,990

利益剰余金 8,944,799 8,965,915

自己株式 △219,887 △117,657

株主資本合計 10,394,901 10,518,248

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 82,323 112,471

為替換算調整勘定 △23,498 58,334

評価・換算差額等合計 58,825 170,805

少数株主持分 19,452 25,571

純資産合計 10,473,179 10,714,624

負債純資産合計 12,533,593 12,674,186
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 3,813,473

売上原価 2,707,458

売上総利益 1,106,015

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※
 902,132

営業利益 203,882

営業外収益

受取利息 6,565

受取配当金 2,762

持分法による投資利益 8,839

為替差益 24,591

受取ロイヤリティー 35,224

雑収入 6,088

営業外収益合計 84,072

営業外費用

売上割引 2,950

貸倒引当金繰入額 322

支払補償費 3,047

その他 495

営業外費用合計 6,816

経常利益 281,138

特別利益

固定資産売却益 199

貸倒引当金戻入額 2,398

特別利益合計 2,598

特別損失

固定資産除却損 677

投資有価証券評価損 7,339

持分変動損失 2,189

特別損失合計 10,206

税金等調整前四半期純利益 273,530

法人税、住民税及び事業税 149,176

法人税等調整額 △25,877

法人税等合計 123,299

少数株主利益 310

四半期純利益 149,920
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,929,294

売上原価 1,370,845

売上総利益 558,449

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※
 429,090

営業利益 129,359

営業外収益

受取利息 3,729

受取配当金 1,153

持分法による投資利益 14,585

受取ロイヤリティー 35,224

雑収入 3,807

営業外収益合計 58,498

営業外費用

為替差損 9,538

貸倒引当金繰入額 42

支払補償費 3,047

その他 1,777

営業外費用合計 14,406

経常利益 173,451

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,398

特別利益合計 2,398

特別損失

固定資産除却損 123

投資有価証券評価損 7,339

特別損失合計 7,463

税金等調整前四半期純利益 168,386

法人税、住民税及び事業税 116,756

法人税等調整額 △40,228

法人税等合計 76,528

少数株主利益 161

四半期純利益 91,697
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 273,530

減価償却費 157,781

のれん償却額 3,152

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,076

賞与引当金の増減額（△は減少） 65,949

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,781

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31,654

受取利息及び受取配当金 △9,328

為替差損益（△は益） △11,680

持分法による投資損益（△は益） △8,839

持分変動損益（△は益） 2,189

有形固定資産売却損益（△は益） △199

有形固定資産除却損 677

投資有価証券評価損益（△は益） 7,309

売上債権の増減額（△は増加） △52,204

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,298

仕入債務の増減額（△は減少） 66,717

未払金の増減額（△は減少） 11,949

未払費用の増減額（△は減少） △9,910

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,592

その他 △47,589

小計 381,847

利息及び配当金の受取額 75,456

法人税等の支払額 △105,171

営業活動によるキャッシュ・フロー 352,132

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △61,790

有形固定資産の売却による収入 1,000

無形固定資産の取得による支出 △200

投資有価証券の取得による支出 △4,321

定期預金の預入による支出 △580,000

関係会社株式の取得による支出 △123,699

貸付金の回収による収入 649

投資活動によるキャッシュ・フロー △768,363

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △102,229

配当金の支払額 △170,176

財務活動によるキャッシュ・フロー △272,406
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,108

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △684,527

現金及び現金同等物の期首残高 2,070,708

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,386,180
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産
については、従来、主として移動平均法
による原価法によっておりましたが、
第１四半期連結会計期間より「棚卸資
産の評価に関する会計基準」（企業会
計基準第９号　平成18年７月５日）が
適用されたことに伴い、主として移動
平均法による原価法（貸借対照表価額
については収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法）により算定しておりま
す。
　　これにより、損益に与える影響はあり
ません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法　

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分する方法により算定しております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社の機械装置及び運搬具につい

ては、従来、主な耐用年数を４～９年としておりました

が、第１四半期連結会計期間より４～８年に変更しまし

た。

　この変更は、平成20年税制改正に伴う法定耐用年数の変

更によるものであります。

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は、それぞれ4,738千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　取得価額から控除している圧縮記帳額は、建物49,440千

円であります。

※　取得価額から控除している圧縮記帳額は、建物49,440千

円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送費       100,238 千円
給料手当       163,632 　

法定福利費        34,411      
退職給付費用      12,927      
役員報酬       54,065　 　

旅費交通費           49,567     

減価償却費           22,480      
賞与引当金繰入額           54,190     

役員賞与引当金繰入額          7,000     

役員退職慰労引当金繰入

額
          4,781      

のれん償却額      3,152　    

研究開発費         236,285  

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送費       50,618 千円
給料手当       80,261 　

法定福利費        15,620      
退職給付費用      6,959      
役員報酬       26,640　 　

旅費交通費           25,260     

減価償却費           12,151      
賞与引当金繰入額           21,357     

役員賞与引当金繰入額          3,750     

役員退職慰労引当金繰入

額
          2,495      

のれん償却額      1,576　    

研究開発費         106,866  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定          3,986,180

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,600,000

現金及び現金同等物       1,386,180

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　6,992千株　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　290千株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 171,037 25  平成20年３月31日  平成20年６月30日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　連結子会社のうち互応物流㈱は、専ら当社製品の倉庫管理並びに運送業務にたずさわっております。また、ゴオ

ウインドネシアケミカル㈱は当社と同じ化学工業製品の製造・販売に従事しており、当第２四半期連結累計期間

の事業も化学工業製品の製造・販売のみの単一セグメントのため、事業の種類別セグメントの情報は記載してお

りません。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報は記

載しておりません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）      

 アジア  その他の地域  計  

Ⅰ　海外売上高（千円） 685,199  39,059  724,259  

Ⅱ　連結売上高（千円）     1,929,294  

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 35.5  2.0  37.5  

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）      

 アジア  その他の地域  計  

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,308,580  84,001  1,392,581  

Ⅱ　連結売上高（千円）     3,813,473  

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 34.3  2.2  36.5  

　（注）１．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

２．国又は地域の区分の方法………地理的近接度による。

３．アジアに属する主な国又は地域………香港、中国、タイ、インドネシア、マレーシア、韓国等

その他の地域に属する国又は地域………ハンガリー、スペイン、トルコ等
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日現在）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動がありませんので、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日現在）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動がありませんので、記載しておりません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,559.92 円 １株当たり純資産額 1,562.38 円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 22.04 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 13.54 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 149,920 91,697

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 149,920 91,697

期中平均株式数（千株） 6,801 6,771

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月10日

互応化学工業株式会社

取締役会　御中

監査法人グラヴィタス

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木田　　稔　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　良治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている互応化学工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、互応化学工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、たな卸資産の評価基準につい

て原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更した。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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